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第３８９回 邪馬台国の会（2021.7.25 開催） 鏡の歴史にみられる二大激変

安本美典氏の講演

• 鏡の分布中心地域の大激変の法則

• 青銅鏡の歴史において、西暦320～350年ごろに、鏡の分布中心地域が、福岡
県など北部九州を中心とする地域から、奈良県など畿内を中心とする地域へと、
大変化をするという事実が認められるという「法則」である。以下、略して、「鏡
の分布中心地域の大激変が存在するという法則」と呼ぶ。

• わが国の青銅鏡の歴史においては、「鏡の分布中心地域の大激変」が起きるより
も、時期的にまえに、わが国で出土する鏡に用いられている銅原料が、「中国の
華北系の銅原料から、中国の華中・華南系（長江流域系）のものに変化するとい
う「大激変」が起きている（鉛の同位体比の分析の結果による）。

• 私は、この大激変を、「第１次大激変」とよび、「鏡の分布中心地域の大激変」を、
「第Ⅱ次大激変」と呼んでいる。

• 「第Ⅰ次大激変」は、西暦280年に、中国で呉の国が滅亡し、長江（揚子江）流域
産出の銅が、華北の洛陽などに流れこんだことによって生じた現象とみられる。
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鏡の分布中心地域が、福岡県など北部九州を中心とする地域から、奈良県など
畿内を中心とする地域へ
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鏡の分布中心地域が、福岡県など北部九州を中心とする地域から、奈良県など
畿内を中心とする地域へ ②
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鏡の成分 - 鉛同位体比
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日本の鏡
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鏡 2種類の原材料

• 「領域Ａ」に分布するもの 甕棺から出土する前漢・後漢式鏡（「照明」「日光」「清白」「日有喜」）、箱式石棺から出土する「長宜子孫」銘内
行花文鏡、小形仿製鏡第Ⅱ型、そして、広形銅矛、広形銅戈、近畿式・三遠式銅鐸などは、「領域Ａ」に分布する。弥生時代の国産青銅器
の多くも、この領域にはいる。

• 「領域Ｂ」に分布するもの 三角縁神獣鏡をはじめ、古墳から出土する青銅鏡の大部分は「領域Ｂ」にはいる。ほぼ、西暦300年ごろか
ら400年ごろに築造されたとみられる前方後円墳から出土する鏡の多くは、この領域にはいる。
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鏡 2種類の原材料

• 「領域Ｂ」に分布するもの 三角縁神獣鏡をはじめ、古墳から出土する青銅鏡の大部分は「領域Ｂ」にはいる。ほぼ、
西暦300年ごろから400年ごろに築造されたとみられる前方後円墳から出土する鏡の多くは、この領域にはいる。

• 画文帯神獣鏡の鉛同位体比は三角縁神獣鏡と同じ分布の範囲となる。

• 画文帯神獣鏡も三角縁神獣鏡も古墳時代であり、同じ原材料となる。
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280年に呉が滅ぶので、中国の南方の銅が入って来る

• 北九州から中心に出土する西晋時代のいわゆる「魏晋鏡」の鉛同位体比について、位至三公鏡、双頭竜鳳文鏡、蝙蝠鈕座内行花文鏡、
變鳳（きほう）鏡のいわゆる「魏晋鏡」は三角縁神獣鏡と同じ分布となる。

• いわゆる「魏晋鏡」は北九州から出てくるが、三角縁神獣鏡と同じとなる。

• これは、中国の北の方の国であった魏では銅が枯渇していたが、280年に呉が滅ぶので、中国の南方の銅が入って来るようになる。
そのため「魏晋鏡」に中国南方の銅（上図の浙江省産鉛鉱石を参照）が使われたと考えられる。

• いわゆる「魏晋鏡」と画文帯神獣鏡は左下に少しはみ出る。
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弥生時代の青銅器は、前漢鏡同じ原材料

• 拡大図でグループＢの狭い領域の小形仿製鏡Ⅱ型、広型銅矛・戈、近畿・三遠式銅鐸、小銅鐸の鉛同位体比の分布をみる。
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まとめ

• 魏では銅が枯渇していたが、晋の時代の西暦280年に呉が滅ぶので、中国の南方の銅が入って来
るようになる。

• 鉛鉛同位体比で分析すると、二つに分離できる。

• 西暦280年以前の原材料はBグループ

• 西暦280年以降の原材料はAグループ

• 卑弥呼までの時代の鏡は、漢鏡と同一原料（Bグループ）に属す。

• 三角縁神獣鏡は、西暦280年以降の原料（Aグループ）に属し、
卑弥呼の時代の鏡ではない。

• 科学的な鉛鉛同位体比分析の結果を無視する考古学者が居ることは残念。
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